
「いどばた会議」「いどばた会議」 まちづくりに関する活動や近況などを
西川町長・菅野大志が綴ります。

▲町公式LINE ▲オープンチャット

今月の 大 ニュース!今月の 大 ニュース!
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ご登録お願いします！

　（冒頭省略）ここまで地域を、森を、田畑を、伝統を、安心を守り、西川のファンや子供たちを
大切にしていただいた皆さま、ありがとうございました。
特に、これまで西川町のかじ取りをされた町三役の皆さまにお礼を申し上げます。　

●横山町長は、寒河江ダムの建設や、ふるさと創生１億円を原資（資本金）とした西川町総合開発
　㈱設立のご英断をいただきました。これにより、大雨時の寒河江川の被害は少なく、同社設立に
　より雇用確保、かせぐ町づくりの基礎をつくっていただきました。
●近松町長は、市町村合併の協議において、町の存続を決断いただいたほか、小学校統合の方針決定、
　新しい小学校校舎の建設を着工するなど、住民サービスを優先したご英断をいただきました。
●小川町長は、冬でも農業ができるように、啓翁桜の販売を強化され日本一の産地としていただい
　たほか、健全な財政運営を徹底いただきました。
これらのご英断により、わが町は各世代にわたり手厚い行政サービスを提供可能となりました。

しかし、町を取り巻く環境は、近年の少子高齢化・人口減少に伴う、店舗の撤退・閉店、集落機
能の衰退が進み、地球温暖化による自然災害の多発など厳しい状況が続いております。
こうした中で、西川の魅力は、自然と人です。「もう高齢だよ」と仰るかもしれませんが、もう

少し先が見えるまで、町民の皆さまのお力を借りて、ともにわが町を守っていただきたい。この地
域の温かさ、人の温かさ・寛容性こそが、地方創生には重要です。民間会社の調査結果によれば、
沖縄のような寛容な地域は人口が増える結果が出ています。都道府県のランキングをみると、残念
ながら山形県の寛容性や人口減少率も下から４、５番目。しかし、私は、西川町はそうではないと
考えています。月山、朝日連峰の大自然に抱かれる西川町に住む我々は、はるか昔から自然と共生し、
出羽三山の参客や山伏をもてなしてきたことから、 大らかで温かみのある人たちが暮らしを営んで
きた、と私は自負しています。
寛容性を高めるには、女性の生き方への理解、若者への信頼、障がい者等へのやさしさなどが求

められます。このため、寛容性の高い地域をつくるには、地域を超えて、世代を超えて、町内外に
関わらず、ごちゃまぜ対話・交流を反復させ、それぞれの「やりたいこと」を応援し、助け合い、
後ろ指をさすことない、温かい地域を創っていく必要があります。交流を促すために、あいべ、ト
ラスのような交流の場をつくり、ミニデイ・いきいきお茶のみ会などごちゃまぜする機会の創出には、
これからも惜しげもなく予算を投資してまいります。　　

また、子どもたちにも投資を続けていきたい。こう思った契機は、今から35年程前。私が小学生
のころでした。私の所属していた野球のスポーツ少年団は、西村山郡内で最も人数が少ない野球チ
ームでした。わがチームより２倍以上選手層の厚い近隣チームは西川との対戦を喜びました。私も
気持ちで負けていました。

私は、西川は人が少ないから、中山間地域だからと、私が当時感じた劣等感を、今西川で過ごす
子どもたちに感じさせたくない。うらやましがられるような西川を創っていきたい。この反骨精神は、
歳月を経ても薄れることはなく、これが、私が頑張れる！エネルギーの源泉です！
しかし、昨年末、25年後には、わが町の人口がさらに半減してしまう調査結果が発表されました。ゆ

らぎかけたその想いを払拭してくれたのが、西川中・男子バレーボール部の全国大会出場でした。中学
生に「あきらめるな」と背中を押されたようでした。こんな子どもたちを大切にしてまいります。

これから10年、未来に向かって大きな投資ができるのは、諸先輩方が大きな課題を解決いただき、
安心安全の基礎ができ、効率的で健全な財政の行政運営を行ってきた賜物です。　　
町民の皆さまの地域のため、町のため、子どもたちのため、何かしようという意欲に加え、寛容

性が町外の人々・観光客をひきつけ、西川ファンとなり、移住者を増やした結果、令和５年は、人
口の社会減を止めることができました。今後とも、皆さまのお力をお借りして、ごちゃまぜ交流の
促進、寛容な地域となるような政策を打ち出してまいります。
行政は、愚直に対話を通じてお悩み事・やりたいことを把握する。そして、役場内では、できな

１．町制施行70周年記念式典で申し上げたこと い理由を探すのではなく、できるための議論を行える組織の改
革と人財を育成し、現在の第７次西川町総合計画の終了する令
和12年度までには、町長就任時のほぼ２倍の100億円の予算を
もって、きたるべき少子高齢化の大波を乗り越え、15 歳～ 65
歳までの生産年齢人口の増加を実現してまいります。
そして、高齢者には、安心安全を提供し、西川に住んでよか

ったと思われ、また、子どもたちには、「ぼくは、私は西川っ子
だ」と胸を張って言えるような、町にしていきたい。
当然、これらは行政だけでは成しえません。ボランティアを

募集すると、すぐに100人は集まる、このような一体感がわが
町の魅力です。西川、西村山地域を今ある美しい形で残すため、
町民の皆さま、ご来賓の皆さまには、一層のご支援とご協力を
賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
（以下、省略）　　令和6年11月３日　西川町長　菅野大志

10 月 26日、西川小のステージ発表「西川っ子ま
つり」が開催され、保護者や関係者が参加しました。
小学生は、西川愛にあふれ、ステージ発表が秀逸で、
町民、地域の皆さまに聞いてほしいと思いましたの
で、紹介させていただきます。感動して、しっかり
メモを取りながら参加させてもらいました！

（１）昔語りクラブ　「お金をひろったら」　
　　ダンスクラブ「ホワイト＆ブラック」
　まず、学年発表だけでなく、やりたいことをやりきる！

　　クラブ活動の発表の場があることが素晴らしい！
（２）２年生　「すてきいっぱい ! ぼくたち、わたしたちの
　　町たんけん」
　地域の方々と交流し、地域・歴史を勉強し、教えてく

　　れた！私も勉強になりました。
　　愛宕神社、三山電車、高取薬局、郵便局、TRAS、黒
　　坂商店、入間区、三山音頭など！
　　町文化祭でも「三山音頭を楽しく踊る会」の皆さまと
　　一緒にご披露いただきました。

（３）５年生　太鼓「西川いいとこ秋祭り」
　　５年生一人一人が、ブナの森学習等を通じて、西川のいいところを書いてもらい、発表いただ
　　きました。「そのとおり！」と思ったのは、こちら。
　　「自然と人の温もりを身近に感じる西川町」　井場さん
　　「ねころんで見上げた星空　満てんの笑み」　真壁さん

（４）６年生  「温泉ガストロノミー in NISHIKAWA」～岩根沢の魅力おしぇでける！～
　観光協会と町が実施した温泉ガストロノミー。６年生が見どころを詳しく解説してくれました。

　　行政の新たな行事を自分事にしてくれてありがとう。次は大井沢です！
　岩根沢の丸山薫記念館、龍神沼、宿坊のこと、岩根沢三山神社、岩根沢太々神楽など、「西川

　　の詰まった岩根沢！」とまとめてくれました。
１年生、３年生、４年生の皆さま、紙面の都合でご紹介できずにご容赦ください。全学年、仲の

良い雰囲気と元気が伝わりました！

２．西川小の皆さん、町を地域を元気づけてくれて、ありがとう！

『西川っ子まつり、小学生の町への愛を感じました！』

▲西川エクササイズを踊りました

▲西川小5年生発表

▲70周年記念動画
（制作：青木聖美・矢口晃奈）

2024-112024-112024-112024-11⑮ ⑭


